
 

 

吉舎町 人口の動き 

人口:3,025人(-12人 先月比) 世帯数:1,523世帯(-4) 

男:1,448人 女:1,577人 (令和7年4月30日現在) 

（4月届出新生児 0人） 高齢化率(65歳以上) 49.0% 

2025（令和7）年 5月10日発行 

ホームページ http://kisajichi.com/ みんなで創る 吉舎町の情報誌  第194号 
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（
森

末
 

善
彦

）
 

鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ
よ
う
 

 
４
月

27日
（
日
）
８
時

30分
よ
り
農
山
村
広
場
に
て
鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ
ま
し
た
。
当
初
は
、
自
治
振
興
区
の
役
員
と
保
育
所
の
先
生
・
保
護

者
の

方
々

で
、
実

施
す

る
予

定
で

し
た

が
、
女

子
野

球
チ

ー
ム

の
保

護
者
・
コ

ー
チ

の
方

々
に

積
極

的
に

お
手

伝
い

い
た

だ
き
、
総

勢

30名

で
、
作

業
に

取
り

掛
か

り
ま

し
た
。
立

派
な

鯉
の

ぼ
り

が
晴

天
の

空
に

舞
い

あ
が

る
姿

に
元

気
を

も
ら

い
な

が
ら
、
参

加
者

で
鯉

の
ぼ

り
を

バ
ッ
ク
に
記
念
写
真
を
撮
り
終
了
し
ま
し
た
。
 

 
毎
年
鯉
の
ぼ
り
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
来
年
も
頑
張
っ
て
鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ
る
つ
も
り
で
す
。
 

6/22 芸能発表会 
あなたもよっしゃ吉舎のステージに出てみませんか 

出演・出展申し込み締め切り間近 ５月１９日（月）締切 
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6/22 

（
畑

中
 

浩
幸

）
 

 
吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会
で
は
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
「
芸
能
発
表
会
＆
作
品

展
」
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
 

 
こ
の
芸
能
発
表
会
は
、
吉
舎
町
の
芸
能
・
芸
術
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
吉
舎
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
な
ら
参
加
で
き
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
 

 
応
募
用
紙
は
、
よ
っ
し
ゃ
吉
舎
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

 

芸能発表会 

 ◎当日６月２２(日)の 

  スケジュール(予定) 

入場受付  9：30より 

開  演 10：00 

午前の部 10：10-12：00 

休  憩 12：00-13：00 

午後の部 13：00-15：00 

芸
能
発
表
会
＆
作
品
展
開
催
決
定
 

写真は昨年のステージ

出演の様子です. 

あなたもよっしゃ吉舎のステージに出てみませんか 

出演・出展申し込み締め切り間近 ５月１９日（月）締切 

（
畑

中
 

浩
幸

）
 

 
４

月

14日
(
月

)
よ

っ
し

ゃ
吉

舎
ロ

ビ
ー
で
、
「
よ
っ
し
ゃ
き
ん
さ
い
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
 

 
新
年
度
第

1回
目
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
新
し
い
方
も
参
加
さ
れ
て
、
情
報
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
 

 
次
は

5月

12日
（
月
）
、
６
月
２
日

(
月
)
に
開
催
予
定
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

 

情
報
交
流
会
 
朝
の
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
「
よ
っ
し
ゃ
き
ん
さ
い
」
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ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
調
査
を
実
施
 

 

4月

19日
（
土
）
安
田
絶
滅
危
惧
種

保
護

の
会

会
員

と
関

係
者

は
例

年

5月

初
旬
に
飛
来
す
る
「
三
次
市
の
鳥
 
ブ
ッ

ポ
ウ
ソ
ウ
」
の
巣
箱
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
 

 
約

40ヶ
所

を

2班
に

分
か

れ
て

調

査
。

2カ
所
の
巣
箱
を
取
り
換
え
た
り
、

雨
か

ら
巣

箱
を

守
る

屋
根

板
の

具
合

を

個
々
に
チ
ェ
ッ
ク
。
 
 

 
巣
箱
の
中
の
糞
や
食
べ
残
っ
た
カ
タ
ツ

ム
リ
の
殻
な
ど
を
除
去
し
求
愛
・
繁
殖
し

易
い
環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。
 

 

5月
末
に
は
産
卵
し
平
均

20日
間
オ

ス
と
メ
ス
が
交
代
で
卵
を
温
め
ま
す
。
 
 

 
ま
も
な
く
、
あ
の
独
特
の
鳴
き
声
で
安

田
の
青
空
を
舞
う
「
森
の
宝
石
」
の
姿
が

観
れ
ま
す
よ
！
！
！
 

 
皆
さ
ん
お
楽
し
み
に
！
 
 

 
 

安全に調査を実施！ 

 
４
月

25日
（
金
）
夜
７
時
か
ら
、
八
幡
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
三
次
市

教
育
委

員
会

に
よ

る
八
幡
小
学
校
閉
校

に

係
る
地
域

住
民
へ

の
説
明

会
が

開
催

さ
れ

ま
し
た
。
 

 
当
日
は
、
八
幡
自
治
振
興
会
役
員
の
方
、

一
般
住
民
の
方
、

44名
が
参
加
さ
れ
、
１
５

２
年

の
歴
史

に
幕

が
下

り
る
小
学
校
へ

の

寂
し

さ
と
共

に
今
後

の
八
幡
小
学
校

施
設

の
利
活
用
へ
の
期
待
の
大
き
さ
が
う
か
が
わ

れ
ま
し
た
。
 

 
説
明

会
で

は
、
迫

田
隆
範
教

育
長

か
ら

「
八
幡
の
子
が
楽
し
い
と
思
え
る
吉
舎
小
を

作
る
」
「
閉
校
に
係
る
様
々
な
事
業
を
地
元

と
連
携
し
丁
寧
に
行
う
」
「
八
幡
の
伝
統
文

化
・
教
育
を
残
す
た
め
、
今
年
度
か
ら
準
備

す
る
」
と
い
う
３
点
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の

後
、
曲
田
専
門
員
か
ら
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
の
説
明
と
閉
校
記
念
行
事
・
閉

校
記
念
誌
・
閉
校
後
の
施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て

支
援
し
て
い
く
と
の
方
針
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
 

 
既
に
、
三
次
市
小
中
学
校
再
編
計
画
案
が
新
聞

発
表
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
閉
校
に

つ
い
て
の
強
い
反
対
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

 
最
後
に
、
八
幡
自
治
振
興
会
の
奥
村
会
長
か
ら

「
閉
校
に
つ
い
て
は
や
む
を
え
な
い
面
が
大
き
い

が
、
教
育
委
員
会
へ
は
閉
校
記
念
行
事
・
閉
校
記
念

誌
の
発
行
、
そ
し
て
八
幡
小
学
校
施
設
の
利
活
用

に
つ
い
て
、
最
大
限
の
支
援
と
協
力
を
今
後
、
お
願

い
し
た
い
。
そ
し
て
、
八
幡
地
域
の
皆
さ
ま
、
こ
の

閉
校
を
前
向
き
に
捉
え
て
、
八
幡
が
今
後
、
八
幡
小

の
施
設
を
活
用
し
、
持
続
可
能
な
八
幡
に
な
る
よ
う

に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」
と
の
挨

拶
が
あ
り
説
明
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
 

（
小
丸
 
幸
則
）
 

八
幡

小
学

校
閉

校
に

係
る

説
明

会
 

【
三

次
市

教
育

委
員

会
】
 

（
平
末
 
正
巳
）
 

シジュウカラの卵を発見 
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（
中
倉
 
政
子
）
 

 
４

月
28日

（
月
）
午
前

８
時

よ
り

吉
舎
徳

市
自

治
交
流

セ
ン

タ
ー

調
理
室

で
、
ふ

れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
 

 
社

会
福
祉
協
議

会
共
同

募
金
配

分
金

で
行

う
事

業
で
、
６

名
の
皆

さ
ん

の
協
力

に

よ
り
、
今

回
は
「
桜
餅
」
と
「
３
色
団

子
」
の
和
菓

子
を

愛
情
込
め

て
作

り
ま

し

た
。
時
間

は
か

か
り

ま
し

た
が
、
団

子
の

生
地

を
伸
ば

し
た

り
丸
め

た
り
、
力
仕
事

や
立
ち
仕
事

も
何

の
そ

の
、
地
域

の
皆

さ
ん

の
笑
顔

の
た
め
、
全

員
一
丸

と
な

っ
て

頑
張
り
ま
し
た
。
 

 
桜
餅

の
桃
色
、
３
色
団

子
の
白
、
黄
、
緑

と
彩

り
も
良

く
仕
上

が
り
、
味

も
抜

群
。
地
域

の
皆

さ
ん

も
き

っ
と
満
足

し
て

く
だ

さ
る

と
思

い
な

が
ら
、
小

雨
模
様

の

中
、
全
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。
 

 
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
次
回
は

11月
に
実
施
予
定
で
す
 
 

ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
事
業
  

（
畑

中
 

浩
幸

）
 

 

４
月

27日
（
日
）
よ
っ
し
ゃ
吉
舎
に
お

い
て
日
彰
館
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

 
久
々
に
地
元
に
帰
ら
れ
た
同
窓
生
の

皆
さ
ん
と
懇
親
を
さ
れ
ま
し
た
。
 

日
彰
館
高
等
学
校
 

本
部
同
窓
会
総
会
、
懇
親
会
 
 

○
小
学
生
の
部
（
出
場

27チ
ー
ム
）
 

優
 
勝
 
東
広
島
剣
道
ク
ラ
ブ
（
東
広
島
市
）
 

準
優
勝
 
黒
瀬
剣
道
教
室
（
東
広
島
市
）
 

第
三
位
 
布
勢
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
 

 
 
 
 
 
 
 
（
島
根
県
仁
多
郡
奥
出
雲
町
）
 

第
三
位
 
竹
原
少
年
つ
ば
め
会
（
竹
原
市
）
 

 ○
中
学
生
男
子
の
部
（
出
場

24チ
ー
ム
）
 

優
 
勝
 
福
山
東
雲
会
（
福
山
市
）
 

準
優
勝
 
広
島
志
尚
会
（
広
島
市
）
 

第
三
位
 
中
筋
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
広
島
市
）
 

第
三
位
 
道
上
剣
友
会
（
福
山
市
）
 

・
五
人
抜
き
達
成
選
手
 

 
 
 
谷
本
 
滉
太
郎
 

 
 
 
 
 
 
 
（
粟
屋
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
 

 
 
 
佐
々
木
 
紀
明
（
聖
心
会
）
 

 
 
 
山
下
 
孝
希
（
福
山
東
雲
会
）
 

 ○
中
学
生
女
子
の
部
（
出
場

12チ
ー
ム
）
 

優
 
勝
 
中
筋
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
広
島
市
）
 

準
優
勝
 
竹
原
少
年
つ
ば
め
会
（
竹
原
市
）
 

第
三
位
 
凛
風
館
道
場
（
広
島
市
）
 

第
三
位
 
八
次
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
 

 
 
 
 
 
 
 
（
三
次
市
）
 

・
五
人
抜
き
達
成
選
手
 
な
し
 

 ○
高
校
生
男
子
の
部
（
出
場

25チ
ー
ム
）
 

優
 
勝
 
済
美
高
校

B（
愛
媛
県
松
山
市
）
 

準
優
勝
 
神
辺
旭
高
校

A（
福
山
市
）
 

第
三
位
 
岡
山
共
生
高
校

A（
岡
山
県
新
見
市
）
 

第
三
位
 
済
美
高
校

A（
愛
媛
県
松
山
市
）
 

・
五
人
抜
き
達
成
選
手
 

 
 
 
舟
木
 
大
雅
（
広
島
国
際
学
院
高
校

A）
 

 ○
高
校
生
女
子
の
部
（
出
場

15チ
ー
ム
）
 

優
 
勝
 
済
美
高
校

B（
愛
媛
県
松
山
市
）
 

準
優
勝
 
広
島
新
庄
高
校

A 

 
 
 
 
 
 
 
（
山
県
郡
北
広
島
町
）
 

第
三
位
 
岡
山
共
生
高
校
（
岡
山
県
新
見
市
）
 

第
三
位
 
済
美
高
校

A（
愛
媛
県
松
山
市
）
 

・
五
人
抜
き
達
成
選
手
 
な
し
 

 

お
菓
子
と
一
緒
に
、
防

災
グ
ッ
ズ
「
ホ
イ
ッ
ス

ル
（
徳
市
婦
人
消
防
隊

提
供
）
」
を
お
届
け
し

ま
し
た
。
 

 第４９回日彰館館祖祭記念近県剣道大会・結果（２０２５．４．２９ 日彰館高） 
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新吉舎町まちづくりビジョン〜教育と⽂化の薫る『教育の郷』  
 

■
自
己
紹
介
 

 
こ

の
度
、
福

山
市

新
市

町
に

あ
る

広
島
県

立
戸

手
高
等
学
校

か
ら
、
本

年

4月
に

日
彰
館
高
等
学
校

の
校
長

に
着
任

に
し

ま
し
た
。
 

 
日
彰
館

の
歴
史

を
刻
む
仲
間
入

り
を

さ
せ

て
頂
け

た
こ

と

に
、
嬉

し
さ

と
そ

の
重
み

を
感
じ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す
。
ど

う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
私

は
、
理
科
（
生
物
）
の
教

員
で
、
４

月
の
校

舎
を
囲
む
馬

洗
川
沿

い
の
美

し
い
桜

の
木

々
、
そ

し
て

新
緑

あ
ふ

れ
る

山
並

み
等

の
自
然

に
触

れ
、
清

々
し

い
心
持
ち

に
な

れ
、
早

く
町
探

検
、
自
然
探
検
を
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
そ

う
遠

く
は

な
い
将

来
は
、
何

か
作
物

の
栽
培

を
や

っ
て
み

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。
今
、
自
宅

で
レ
モ

ン
、
ウ
メ
、
ブ
ド

ウ
（
ピ
オ

ー
ネ
）
を
植

え
て

い
て
、
少

し
の
収
穫

を
楽

し
ん

で

い
ま
す
。
そ
の
他
、
趣
味
は
、
茶
道
を
続
け
て
い
ま
す
。
 

 
季
節

の
山
里

の
花

々
が

大
好

き
で

す
。
ち
ょ

う
ど

今
、
校

舎

か
ら
眺
め

る
薄
紫
色

の
山
つ

つ
じ

を
纏
っ

た
尾
崎

山
の
眺
め

が

最
高
で
す
ね
。
 

■
日
彰
館
高
校
に
赴
任
し
て
 

 
日
彰
館
高
校

は
今

年
で
創

立
１
３
１
周

年
と

な
り

ま
す
。
明

治

27年
に
私

立
日
彰
館

と
し

て
開
校

し
、
昭
和

44年
に
県

立
高
校
へ
移
管

さ
れ
て

い
ま

す
が
、
奥

愛
次
郎
先

生
が

こ
の
吉

舎
の
地

に
私
学

日

彰
館

を
開
校

さ
れ

て
か

ら
、
日
彰
館

は
、
そ

の
使
命

を
果

た
す

べ
く
、
地
域

に
大
切

に
さ

れ
、
愛

さ
れ

て
い

る
学
校

だ
と

感
じ

て
い

ま
す
。
赴
任

し
て
ひ

と
月
足

ら
ず

で
す

が
、
吉

舎
の
地
域

の
方

々
と

た
く

さ
ん
お
会
い
し
ま
し
た
。
 

吉
舎
支

所
を

は
じ
め
、
自

治
振

興
会
、
中
学
校
、
小
学
校
、
保

育
所

の
方

々
、
そ

し
て
同
窓

会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ

の
方
、
三

次
市

の
行
政

の
方

な
ど

か
ら
、
吉

舎
の
学
校

と
し

て
日
彰
館
高
校

が
大
切

に
さ

れ
、
愛

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
 

■
愛
す
る
学
び
舎
、
愛
さ
れ
る
学
び
舎
で
 

地
域

と
の

関
わ

り
の

中
で
「
吉

舎
だ

か
ら
、
日
彰
館

だ
か

ら
で

き
る
学
び
」
を
進
め

て
お

り
、
昨

年

は
文
部
科
学

大
臣

表
彰

を
受
け

て
い

ま
す
。
地
域

の
学
校

と
し

て
地
域

の
方

に
支

え
ら

れ
な

が
ら
歴
史

を
重
ね
、
文
化
を
築
い
て
き
て
い
る
こ
と
が
表
彰
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。
 

長
い
歴
史

の
中

で
大
切

に
受
け
継

が
れ

て
き

た
教

育
活
動

と
、
新

し
い

時
代

に
合
わ
せ

て
変

え
て

い

く
部

分
を
見

極
め

な
が

ら
、
こ

の
日
彰
館

で
生
徒

と
と

も
に
学
び
、
生
徒

の
成
長

を
促

し
、
生
徒

の
夢

の
実
現

に
向
け
、
教
職

員
一
丸

と
な

っ
て
全
力

で
伴
走

し
て

い
き

ま
す
。
そ

の
た
め

に
は
、
地
域

の
皆

様
の
温

か
い

ご
支
援
、
ご
協
力

が
欠

か
せ

な
い

と
感
じ

て
い

ま
す
。
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す
。
 

昨
年
、
図
書
館

も
リ

ニ
ュ

ー
ア
ル

し
、
ま

る
で

カ
フ

ェ
の

よ
う

な
素
敵

な
図
書
館

と
な

っ
て

い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、
日
彰
館
高
校
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
 

 

広
島
県
立
日
彰
館
高
等
学
校
 
校
長
 
松
原
 
朋
美
 
 
【
福
山
市
在
住
】
 

  きさ まるごと日程表      2025年5月25日～2025年6月8日 

 5月25日(日)  8:30～  八幡地区大運動会  八幡小学校グラウンド 

 5月25日(日) 10:30～  安田でかマルシェ  旧安田小学校グラウンド 

 6月 1日(日)   安田地区一斉清掃  安田地区 

 6月 1日(日)  8:00～  花いっぱい運動  吉舎コミュニティセンター  

 6月 8日(日)  9:00～  徳市地区大運動会  吉舎徳市自治交流センター体育館 

広島県下で4番目に古い伝統校である日彰館高等学校は、 

今年度創立131周年を迎えます！ 

 我が母校県立日彰館高校の門をくぐり校長室を訪ねると、今年４月に着任された松

原校長先生が笑顔で出迎えてくださいました。４月の入学式での式辞「１年生の皆さ

ん、未来に向かって飛び立つ飛行機は今滑走路にいます。」との言葉に、まさに高校

生時代を象徴する良い表現だと感心していたので、生徒の皆さんには、校訓「衆縁和

合・質実剛健」の示す伝統的な教育により、「日彰館で学ぶ、吉舎で学ぶ」の意義を

胸に、自立し協働して、自らの夢や目標に向けて未来に飛び立って欲しいと願ってい

ます。         記事レポート 三次市集落支援員（吉舎地区） 徳永春喜    

      〰 事務局体制について 〰 

４月より 事務局員（新任） 

谷 克幸（たに かつゆき）よろしくお願いいたします。 

吉舎町自治振興連合会  

〰 吉舎ふれあい祭り 〰 

第３８回  

吉舎ふれあい祭り実行委員会 

５月１９日(月)１９：００～よっしゃ吉舎会議室  



 

電 話:０８２４-４３-３１１１ Ｆａｘ:０８２４-４３-３０６２ 
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【問】三次市農政課農林振興係 ☎0824-62-6164 FAX0824-64-0172 

Ｂ＆Ｇ海洋センター 
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≪≪ 美術館あーとあい・きさ ≫≫ 

10/20 

婦 人 （１） 

≪≪ 吉舎歴史民俗資料館 ≫≫ 

升田幸三 

～５月は図書館振興の月～ 
日本図書館協会では、「図書館をもっと身近に暮らしの 

なかに」の標語で4月30日が図書館記念日・5月1日～ 

30日を図書館振興の月と定めています。 

   ♪おはなし広場♪ 

♪ちいさいさんのおはなし広場♪ 

６月４日（水）１０時３０分～ 

５月１７日（土）１０時３０分～ 

カフネ 阿部 暁子／著 （講談社） 

予約をおすすめします♪ 

2025年本屋大賞決定 

＊今月の一冊＊ 
【児童書】 

「木から家ができるまで 」 

山から木を切り出し材木にする

仕組みや左官・大工など職人の

技術で和風の家が出来上がっ

ていく様子を絵本で紹介。日本

の伝統文化の和室の魅力を再

発見できる一冊です。 

モリナガ ヨウ／作 ほるぷ出版   

 図書から学ぶ 

日 時：６月１２日（木）13：00～14：00 

定員：10名 

図書館の資料を使いながら、

吉舎町に残る『後鳥羽上皇』

の伝説について一緒に学んで

みませんか？ 

場所：よっしゃ吉舎 ２階会議室 

講師：佐藤 功さん 
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